
１．全体計画 中野区立緑野中学校

授業改善の視点

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 評価の工夫 校内研究・研修の工夫 小学校との連携 家庭・地域との連携

・各種テストにより

各生徒の到達度の

把握と対応

・教科の知識・技能

の習得

・少人数・習熟度別

授業による個に応

じた指導

・ＩＣＴ機器の効果

的な活用とオンラ

イン学習環境の充

実

・週時程や教科時数

の確保

・基礎・基本の確実

な定着を図る年間

指導計画の作成と

充実

・単元テストや学習

コンテスト（年２

回）の実施

・朝の読書活動

・指導と評価の一体

化を目指し、評価

規準の明確化と評

価説明会の実施

・評価Ｃの生徒の分

析と支援

・学習コンテスト実

施後の努力生徒の

表彰等の実施

・評価方法に関する

校内研修会の実施

・主体的・対話的で

深い学びや個別最

適な学習の実現に

向けた指導方法の

検討

・ＩＣＴ機器の活用

の工夫と研修会の

実施

・生徒理解と適切な

支援の研修

・教科横断的な指導

の展開

・小中連携教育協議

会、オープンキャ

ンパスの実施によ

り、小中の実態を

踏まえ連続した教

科指導の工夫

・近接する小学校へ

の乗り入れ授業の

実施

・小中連携授業改善

プランの検討

・学校公開を通して

保護者や地域に学

習指導の状況を配

信

・学校ボランティア

の活用

・学校関係者評価･

生徒評価の実施と

情報提供の推進

・ＰＴＡ活動との連

携、日常的連携と

地域懇談の工夫

学力向上に向けた任期付短時間勤務教員の活用

・１・２年数学の基礎クラスで、ＴＴ指導による机間支援を行い、個に応じた指導の充実

・放課後や長期休業中の補充学習を、数学科の教員とともに担当

・長期休業中に、学習室を開放して学習環境を整備

学校教育目標

探求・創造・共生

令和４年度学校経営方針（学力向上に関わる要点）

（１）自己実現に努める生徒（学習等について、自分の意志で決められる自己決定能力の育成）

（２）主体的に学ぶ生徒（学習に対して、自らの意志や判断で決めて取り組む力の育成）

（３）励まし支え合い、互いに学ぶ生徒（互いに尊重し高め合える人間関係能力の育成）

指導の重点（本校の捉える「確かな学力」）各教科の指導の重点

特別活動の指導の重点

道徳教育の指導の重点

総合的な学習の時間の指導の重点

令和４年度授業改善プラン

・職業調べや職場体験、上級学校訪問など多様な体験活動を
通して自己の適性を発見させる。そして主体的に進路を選
択できる力を育てるとともに、生涯にわたって学び続ける
力の基礎を築く。

・社会の一員としての自覚を深め、社会的規範を守り、正しい
判断と責任ある行動がとれる生徒の育成に努める。

・スクールカウンセラーや心の教室相談員、緑野サポートル
ームや巡回相談員と連携を図り、教育相談体制を充実させ
る。

・自ら設定したテーマに基づき、学校図
書館やタブレット端末等を活用して情
報を収集し、自分の考えをまとめ、プ
レゼンテーション等の活動を通して発
表する力を養う。

・自主的な活動を通して生徒会活動を活
性化させ、自主・自立と協力・協働の
精神を養う。小中連携の相互交流活動
を推進し、意欲的に取り組む生徒を育
成する。

・「いのち」に関わる学習を推進し、規範意
識や他を思いやる心を育てる。道徳授業
地区公開講座等を通して、保護者や地域
の人々と意見交換し、開かれた道徳教育
を目指す。

・生徒の学習状況を踏まえ、「授業改善プラ
ン」を立案し、指導・評価・支援の一体化
を組織的に進める。

・協働的な学習活動を盛り込み、思考力・判
断力・表現力の育成を図る。

・定期考査の前には学力充実期間として、
学習意欲の向上を図る。

・各教科において教材教具の充実、ＩＣＴ
の積極的な活用を進める。

・数学、英語の教科で少人数指導を実施し
基礎・基本の定着と個に応じた指導の充
実を図る。

・特別な支援が必要な生徒に対しては、個
別指導計画を作成し、全教員で共通理解
の上に立った適切な指導を実施する。

・朝読書を実施し、読書に親しむ習慣をつ
けさせ、読書活動の充実を図る。

キャリア教育の重点 生活指導の重点

・基礎的・基本的な学習習慣の確立

・生徒の自主的・主体的学習の確立

・学習の苦手な生徒への指導

・学習の進んでいる生徒への指導

・生徒の多様な能力の伸長


